
令和２年度 鹿児島県総合教育センター研究提携校 鹿屋市立鹿屋小学校 実践のまとめ

研究主題
「学び合い」を通して 学びを深める 授業の創造
～見方・考え方を働かせた「学び合い」はどうあればよいか～

◆ 私たちが目指す「学び合い」のある授業とは

子供一人一人が，切実な「問い」をもって，各教科等の特質に応じた「見方・考

え方」を働かせながら，他者と考えを交換し合って，自分の言葉で表現しながら「問

い」を解決するとともに，次の「問い」に質を上げていく子供主体の「学び合い」

のある授業

◆ 私たちが目指す「学び合う」子供の姿とは

低学年 中学年 高学年

聞く・受け止める 比べながら聞く 違いを考えながら聞く
伝える 分かりやすく伝える 根拠をもって伝える

〇相手の話をよく 〇相手の考えと自分の 〇相手の思いや立場を理
聞く 聞く。 考えの違いを比べな 解し，受け入れながら
・ 〇自分の考えを伝 がら聞く。 聞く。

伝える える。 〇自分の考えを分かり 〇伝えたいことを根拠を
やすく伝える。 もって分かりやすく伝

える。

〇相手の考えと自 〇集まったみんなの考 〇みんなで集めた解決の
考える 分の考えの同じ えや情報を比べて， 方法や情報を選択した
・ ところ違うとこ 違いを見つけたり， り，分析したりしなが

整理する ろを見つける。 関連付けたりする。 ら整理して，課題解決
に向かって話合いを深
める。

◆ 私たちが目指す「学び合う」教職員の姿とは
＜授業をイメージする＞

〇 教師一人一人が，自分のこととして日々の授業 講義，研究公開等に参加し，

改善に取り組む。 優れた授業実践を参観して授

→実践の積み重ねをもとに理論を構 業をイメージする。

築し，鹿屋小スタイルを確立する。 〇研究主事による随時指導

〇他校研究会への参加・還元
（テレビ会議を使ったセンター研究主事による指導→）

〇 同僚性・協働性を発揮しながら，授業をつくり ＜授業を見る・見せる＞

上げる。 自ら授業を公開し，多くの

→教科班毎に模擬授業，事前授業を 人に参観してもらう。

行い，みんなで授業をつくり上げる。 〇研究授業（年間50回）

〇連携研究校の研修参加
（５月に実施した外国語の研究公開授業→）

〇 学校の垣根を越えて，教職員が話合い，共に考 ＜授業について語り合う＞

える中で主体的に学ぶ。 日々の授業実践について語

→他校の先生方と一緒に授業をつく り合う。

る。 〇共同研究員との共同研究

〇小中連携部会
（共同研究員との合同授業研究→）



◆ ３年間の研究の振り返りとこれから

【教師の見た変容】
児童意識調査（H30県学習定着度調査意識調査とのR2本校調査との比較） 〇 自分たちで考えたり，話合ったりす

る授業に対して，やりがいや楽しさを

感じる子供が増えた。

〇 異なる意見も受け入れながら一緒に

課題を解決しようとする姿がよく見ら

れた。

【子供たちの声】

【教師の声】 【係・周りからの声】
〇 先生方の様々な意見を聞きながら，新 〇 空き時間を有効に活用しながら，授

しい手立てや見落としていた子供変化に 業づくりについて真剣に，楽しく話合

気付くことができた。 っている姿をよく見かけます。(指導主事)

〇 真剣に学び合う子供の姿にもっとよい 〇 指導案審議や授業研究に参加させて

授業をつくろうとやる気が出た。 いただくと先生方の熱が伝わってきて，

〇 正直しんどいこともあるけど，みんな 自分も頑張らなきゃと思います。(研究員)

で授業をつくっていく面白さや，やりが

いを感じた。

〇 子供一人一人がどんなことを考えたり

感じたりしていたのかを，しっかりつか

みながら授業をするようになった。

〇 「学び合う」ことの意味，「学ぶ楽しさ」とは何か

授業づくりを通して，子供の姿と教師の姿の両方の

視点から明らかにしていく。

〇 ユニーバーサルデザイン・合理的配慮の視点から，

子供たちの「学び合い」をとらえなおし，子供一人

一人の特性に応じた「学び合い」の在り方を考える。

〇 タブレットをはじめ，多様なＩＣＴ機器を効果的

に活用した「学び合う」授業づくりを進める。

〇 他校との連携をより一層深め，授業力を高め合う

教師の輪を広げていく。

（模擬授業・事前授業を繰り返し授業の質を高めていく↑）

【R2研究同人】

＜本校職員＞ 下松勝浩（校長） 中島功詞（教頭） 高橋 誠（研修係） 赤崎桂子 粟屋敏郎

井神由衣圭 池谷俊樹 井手健太 伊東奈央 内之倉里美 釘田康恵 草原 大 黒木舞奈美

古城早紀 齋藤瑛康 坂元佳子 佐多雅美 園田竜聖 武石健太郎 溜 勇一 田村由布子

戸高正恵 中原まりな 濵田梨佳 福里智子 福留由美 松清達也 松﨑優子 間淵結衣

南 涼子 村井桂子 山ヶ城真一 吉川美保 吉田雄二 米重優子 下戸愛子 﨑坂百合恵

三谷弘美 坪山麻衣子 樋口美紀子 山元和秋 安藤めぐみ 梅北ひとみ 福丸璃紗 山内明美

＜共同研究員＞ 津之地美帆(祓川小 ) 峯山真里子・吉元 梓 (東原小 ) 四元大輔(田崎小 )

前野理恵(西原小) 岩崎直広・德永智久(寿北小) 郷原健一郎(大姶良小)

内田美貴(細山田小) 下津慶一（野里小） 西馬場三千代(上小原小)

＜連携研究校＞ 鹿屋市立田崎小学校 鹿屋市立西原台小学校

○ 友だちが最後まで聞いてくれると楽

しい。（2年）
○ 自分たちで授業を進めている

みたいでやりがいを感じる。（5年）
○ よく分かって自信がついた。（6年）

やる気の相乗効果

子 供 教 師



「食べ物のひみつを教えます」

で使ったワークシート

「言葉による見方・考え方」を働かせた学び合い
→ 言葉と言葉の関係を言葉の意味や働き，使い方などに着目して
叙述を根拠に話し合い，言葉への自覚を高め合うこと。

重点的に取り組んだポイント
〇 学習課題の明確化 ○ 子供の思考の可視化
〇 振り返りの場の設定

POINT１ 学習課題の明確化

・ 子供たちが解決したいと思うような必然性，面白さのある課題を設定する。
・ 子供たちが既習事項とのつながりを意識して，目的をもって追究していくことができる単元

のゴールを設定する。
＜実践例＞～中心となる語や文を見つけて要約し，調べたことを書こう

「世界にほこる和紙」「伝統工芸のよさを伝えよう」４年～
単元のゴールを「伝統芸能について調べ，調べたことをリーフレット

にまとめてみんなに紹介しよう」としたことで，ゴールを意識
しながら，自分事として教材文を読み深めることができた。

(毎時の子供の問い<課題>)

〇 解決したいと思う単元のゴールを設定し，試行させたり，これまでの学習との共通点や相違
点について考えさせたりする等，子供が自分事として意欲的に追究できる単元計画を立てる。

POINT２ 子供の思考の可視化

・ 子供に働かせてほしい「言葉による見方・考え方」や，子供が働かせた「言葉による見方・
考え方」を可視化させ，全体で共有させる。
＜実践例＞～れいの書かれ方に気をつけて読み，それをいかして書こう

「すがたをかえる大豆」「食べ物のひみつを教えます」３年～
教材文の全文掲示を行ったり，ワークシートの形式を工夫したりすることで，「段落」「問いの文」など

学んだ「国語の言葉」を生かして文章にまとめることができた。

〇 課題を明確にするための可視化，課題を協同で解決するための可視化，振り返り
のための可視化の三つの視点から手立てを考え，学習活動の中に適切に位置付ける。

POINT３ 振り返りの場の設定

・ 働かせた見方・考え方が他の学習でも使えるように，終末に学習を振り返り，文章でまとめ
させる。

・ 振り返りを活用し，学習の内発的動機付けを高め，学びの連続性を生み出す。
＜実践例＞～じゅんじょに気をつけて読もう「たんぽぽのちえ」２年～

本時のめあて「文を正しい順序に並び替えるにはどのようなこと
に気を付ければよいだろう。」を確認した後に，振り返りカードを記
入した。その後，自分の書いた振り返りを数名発表し，全体で共
有した。

（←振り返りカード）

〇 学んだことを振り返り，文章化することで，自己の変容
を自覚させるとともに，本時の学びを確実にする。

国 語 科

リーフレットにはどんな

ことをどんな順序で書けば

いいのかな

絵や写真は，どんなふうに使

うと分かりやすいのかな

事例や理由を書くと相手に伝

わりやすいリーフレットができ

そうだね

「すがたをかえる大豆」

で使ったワークシート

同じ形式のワークシート

を使うことで，「すがたを

かえる大豆」で着目した言

葉を生かして, 「食べ物の

ひみつを教えます」の学習

で文章にまとめることがで

きたよ。



◆ 本時のねらい
筆者の伝え方の工夫を応用したり,友達と考えを共有したりすることを通して，読み手を引き

つける紹介文を自分なりに考えることができる。

◆ 働かせたい「言葉による見方・考え方」
教材文の中にある読み手を引きつける言葉や表現に着目（見方）し，自分の紹介文を推敲す

る。（考え方）

◆ 本時案

子供たちの振り返りより

国語科の
授業実践

表現の工夫をとらえて読み，それを生かして書こう

「『鳥獣戯画』を読む」「日本文化を発信しよう」（光村図書 ６年）

第５時（全１１時）

① 学習課題の明確化１
単元のゴールを「カピックセンターに

来る外国人に日本文化を紹介しよう」と設
定。そして,本時で学習したことを生かして
書いてみたいと思う学習課題を設定した。

② 子供の思考の可視化
活用したい工夫について考え,紹介文の推

敲をしていく。また，お互いの紹介文につ
いてアドバイスを出し合い,再自力解決の場
へつなげた。

① 学習課題の明確化２
教師の作成した二種類のモデル文を提示

することで,本時の学習の目的を明確にした。

③ 振り返りの場の充実
推敲しながら気付いたことを文章化

することで，自己の学びの変容や次時
以降の学習課題を明確にした。

自由に席を離

れて，友達の書

いた推敲につい

て聞いている。

試作した紹介文とそ

れを推敲した文を読み

比べ，読み手を惹き付

ける紹介文になってい

るかをアドバイスし合

っている。



（
単
元
末
の
振
り
返
り
シ
ー
ト
↑
）

「数学的な見方・考え方」を働かせた学び合い
→ 学習課題から着目すべき問いを発見し，数学的表現を用いた思
考・交流をしながら，解決した過程や結果を振り返ることなどを
通して「算数のよさ」の実感を伴うこと。
重点的に取り組んだポイント

○ 学習課題の工夫 ○ 学び合いの場の充実
○ 振り返りの場の充実

POINT１ 学習課題の工夫

子供たちが「解決したい」と思い，主体的に，納得いくまで追究し続ける「学び
合い」につながるように進めていく。導入時の教材のしかけを作る。

○ 必要感をもたせる課題(内容・掲示の仕方)の工夫
○ 学びのつながり（「数学的な見方・考え方」）を意識した見通しのもたせ方の工夫

POINT２ 学び合いの場の充実

子供たちがお互いの考えの相違点や類似点に気付き，「数学的な見方・考え方」を
働かせてよりよい解を見つけ出させるように進めていく。

○ 学び合いの形態の複線化
○ 子供同士の思考をつなげる手立て
〇 「質問・感想・意見」による学び合いの活性化

（↑話し合いの合言葉「質問・感想・意見」） （↑子供同士の思考をつなげるために教師がファシ

POINT３ 振り返りの場の充実

リテータ役になる：２年「ひき算のひっ算」）

解決までの学習（思考）過程を振り返り，一人一人の「数学的な見方・考え方」
を確かなものにするために，視点に基づいた記述や発表等ができるようにする。

〇 再自力解決場面の充実
○ 「数学的な見方・考え方」の活用
〇 教師による振り返りの価値付け

（←振り返りの視点「き・つ・と・できる」）

算 数 科

重要な「数学的な見方・考え方」

を９つのモンスターで示す。

（学校図書の教科書から）



◆ 本時のねらい
実際には測定しにくい長さについて,縮尺を用いて数学的に表現・処理したことを

振り返り,多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり,縮尺を用
いると求めることができるというよさや,時間と関連付けて生活に活用することのよ
さに気付いたりすることができる。

◆ 働かせたい「数学的な見方・考え方」
縮尺に着目し,これまで学習したプールの長さなどの計測と同じように,類推的に

考え,実測できない長さを求める際に縮尺を用いることのよさを改めて実感する。
道のりや時間を求めるにあたり,数学的な表現を用いて簡潔・明瞭に表し,まとめ

て考えることのよさを実感する。
◆ 本時案

・ 問題を隠す，教師が間違える，情
報不足の問題など。
・ 課題解決のポイントとなる部分に
絞って考える場面，話合う場面を設
定した。

・ 考えを「つなぐ」ための問い返し。
考えを「深める」ための発問。
・ 個人・ペア・グループなど,学び合
いの形態を自己選択(複線化)させた。

(↑学び合いの形態の複線化の様子)

・ １単位時間や単元のまとまりの中で,
振り返りの視点をもとに,今までの学
習と比べて気付いたことや自己変容
などを記述させた。

算数科の
授業実践

「拡大図と縮図」（学校図書 ６年）
第１０時（全１０時）

① 学習課題の工夫
日常生活や既習事項,本時の学習内

容をつなげる課題を設定し,発問を工
夫する。

② 学び合いの場の充実
個の思考をつなぎ,考えを深める発問
や話合いの合言葉による学び合いの活
性化を図る。

③ 振り返りの場の充実
再自力解決場面から,本時の課題に

対するまとめや気付いたことなどを
発言したりノートに記述したりする。



外国語によるコミュニケーションにおける「見方・考え方」を働かせた学び合い
→ 相手意識をもち，既習の学習を含めた自分の知識を生かしながら，場に
応じた適切な表現を考え，お互いの気持ちについて伝え合うこと。

重点的に取り組んだポイント
○ 主体的にコミュニケーション活動に取り組むための工夫 ○ 新しい授業形態の確立
○ コミュニケーション・クラスルームイングリッシュの活用 ○ 外国語活動の充実

POINT１ 主体的にコミュニケーション活動に取り組むための工夫

・ オールイングリッシュタイムの設定
→教児ともに，英語だけによるコミュニケーションを体験する場(時間)

オールイングリッシュタイムそのものがSmall Talkであるという捉え方

外国語によるコミュニケーションにおける「見方・考え方」を働かせた学び合いにつながるという考え

（↑実際の天気を予想する活動）

本時の学習内容にかかわる教師と子供，子供同士の対話を通して，新出表現の導入，
練習や既習事項の確認を行う。
○ 対話の内容を視覚的にイメージできるようなプレゼンテーション，挿絵カード，動画等を活用
○ 子供にとって身近で興味関心が高まるような題材の工夫
○ 本物の情報をもとにした授業の組み立て 例) 全国・世界の天気，今日は何の日，給食，テレビ番組

POINT２ 新しい授業形態の確立 (６年 Unit4における質問の例↓)

・ 教科書教材の有効活用
教科書に載っている絵・写真等の情報を生

かして，教師と子供，子供同士で対話を行う。
○ 既習事項の想起，本単元の表現の定着
○ 自分事として捉える
○ 単調な流れにならないための工夫

POINT３ コミュニケーション・クラスルームイングリッシュの活用

・ 会話スキルの蓄積・活用
Warm-up(導入)段階でクラスルームイングリッシュを確認し，コミュニケーション

活動（オールイングリッシュタイム，様々なActivity）の中で使えるようにする。
○ 毎時間の授業で設定（３～６年生）
○ 「Good.」「Nice.」等の共感的で自己肯定
感を高めるような表現，「How about
you?」「I'ts your(my) turn.」等の対話を
続けるための表現を学ぶ

(↑クラスルームイングリッシュ計画表一覧 6年 Unit2)
POINT４ 外国語活動の充実

・ 英語に親しむ雰囲気づくり
① ジェスチャーを付けての発音，リズムチャンツによる単語

や会話等の繰り返し練習を行う。
② 本時の授業で気を付けるポイントを確認する。(ポイントの例→)
→ポイントを意識した積極的な姿が期待できるようになる。

③ Activityの前にデモンストレーションをする。日本語で説明
するのではなく，教師同士の対話から内容を理解させる。
④ Activityの途中や最後でよかったところ・もう少しがんばってほしいと
ころを伝えることで，より充実したコミュニケーション活動を目指す。

⑤ 活動のよさを実感させる振り返りを行う。(振り返りカード→)

〇 繰り返し，ジェスチャー，リズムチャンツ 〇 活動のポイントの提示
○ デモンストレーション，フィードバック 〇 終末での振り返りの実施

外国語活動

外国語科

What can you see?

How do you spell "Lucas"？

Which do you like watermelon

or ice cream?

（子供同士の対話も可能）



◆ 本時のねらい
ていねいに注文を受けたり，注文したりする表現を使って，相手の食べたいものを

尋ねたり，自分の食べたいものを伝えたりすることができる。
◆ 本時案

・ オールイングリッシュタイムの設定
→ 九州地方の県の名物や当日の天気，日付・今日は何の
日・芸能人の誕生日，鹿屋小レストランでの対話

・ プレゼンテーションソフトを使って写真や絵を提示する (↑Kanoya elementary school lunch resutaurant

ことで子供の興味・関心を高めながら対話を進めた。 ＜鹿屋小レストラン＞での対話)

・ 鹿屋小レストランでは，実際の給食で出たメニューの写真を準備して値段を設定。
本時及び本単元で扱う表現のデモンストレーションの後に，子供とも対話をした。

・ 教師自身が授業の中で使って
活用を促した。

・ これまでの積み重ねにより，
「Nice.」「Me, too.」などの言葉が授
業の中で自然と出ていた。

・ 教科書の絵を使って，単語や
綴り等を確認。既習事項を想起
させた。

・ 聞き取った内容について子供
同士で確認させた。

・ デモンストレーションにより，
場面設定や対話の内容を理解さ
せた。↓

・ ペアによるActivityの途中や
最後に，よかったところやもう

少しがんばってほしいところを伝えることで，ポイントを意識してその後の活動に取
り組むことができた。
→フィードバックによるコミュニケーションの活性化

・ 振り返りの中で「言えるようになりたい言葉」を確認
することで，表現力の向上を目指した。

・ 授業の最後にがんばっていたところを称賛することで，
本時の達成感とともに次時の意欲へとつなげた。

(ペアでの対話の様子 →)

外国語活動・外国語科
の授業実践

「Unit6 What would you like?」（５年）
第３時（全７時）

③ クラスルームイング
リッシュの活用

② 新しい授業形態の確立

④ 外国語活動の充実

① 主体的にコミュニケーション活動に取り組むための工夫

積極的に，みんな仲良く，目を見て，笑顔で 等


